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 酷酸繊維の紡綜方法には 漁式 と乾式との2法 あるも普通近時用ひらるXは 乾式にして且我等
の紡縣試験の第一次の目的は酷酸繊維素の性質を懸の形にして比較するに在り蜘 こ於て必然漁式
に比 し影響因子の少なき乾式を用ふるを至當 と考へ乾式 を用ぴた り以下その實験方法の概要を読
明せん
               L紡 練 液 の 製 法
 (a)濃 度 種 々の書に依れば紡綜液の濃度は一般に25%よ り35%に 至る間に於て用ひらる故
 第一圖 纏 絡   に我等の實験に於ては何れの濃度が最 も紡懸に適し且簡箪に操作し得 るや
r「   /1  を見るために100ccの アセ トンに夫々159・209・259、309・359の 酷酸
 }   雛 を溶かし之を識 したるなり
/  (、)鰍囎 購 ア_、 伽 横 用㈲ 第二繍
      /酵  験即ちアセ トンと他の沿剤 との混合溶剤の場合はアセ トンは蒸溜 したる純
罵 灘 灘 簾 笹 一 の一
ミ} 一 (。)容雛 囎 維・醐 、を…。ω 栓附三角_騰 し・,
翌 ∵∴ 轟篇_….
      P   き硝子製の管を用ふAの 口より璽力 を加へDの 先端にデユヂンを備ふA
         Bの 長 さは三角フラスコに入れ試料の探出に容易なる如 く長 く作れ り普通
BCの1/2-1/3の 高さに試料を入れ其の附近迄 を凝固箱中に挿入し箱中の温度 と同温度になる如
く装置しあり
 (b)デ::t'デン 白金 と金との合金にて作 りしものにして孔径約0・1mmな り普通使用後は水に
て洗ぴアセ1ン に浸 し後洗瀞液1・cて洗ひ然る後用ふる都度顯微鏡にてよくその孔の開けるや否や
を楡 して駕ふなり
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 (の 凝固箱 今著者等の考案せる懸の凝固に用ひし箱を便宜上凝固箱 と構す木製の箱にして第
  第 二 圖 凝 固 箱         二圖の如 し前面は扉にて開閉自由にして上部の雨
       ・`f           側面にはCな る硝子窓 を設 く之に依 リヂユデンよ    漣
     '             り懸の紡出するを槍すAの 虞にはN2瓦 斯 をN、
                    ボンブより逸 り璽力 を加ふ此の箱ぼ下に豪 を置き
                    安定 を保 ち且底部には砂 を入れ電球 にて箱中を熱
,                 しその鮎燈の敷に依 り各 々願要の一定温度に保つ
      Li・.            砂は位置安定と同時に保温の用 をなすデユデ ンよ
  Or   ・出でし総Bの ・よ・灘 に邊るBは木な       、 、
           刀        り硝 子を用ふれば始絡綜 切れ る恐 あ リデユデ ン よ            り
 鼠  '、     噺 瀦 さるれば底部のベル糧 搬機の上に落ち
 懸          、
         ＼           之によりBの 口に持ち來る即ち之れ箱中の温度一
         、
          、β          定 になさんが爲の装置なり綜はガイ ドにより捲取
              ヂ ごドを
   o籔   }          機 に行 くこの操作中可成の熟練を要するは論 を侯        眠
        一「'"         たす紡縣操 作中はDの 扉は絶封に開かす温度一一定
になす爲 なり
 (d)捲 取機 之は本教室の富久氏の案になるものにして紡綜機を用ぴた り
 (e)操 作 先づ紡綜管に紡綜液を入れ管のDの 口は更紗布にて口を閉づ即 ち濾過の用 をなす普
通4枚 重ね用ふ其先にパ ッキングをなしデュデンを取附 く之を凝固箱の上のロに据 え箱中の温度
と同 一となすため15分 闘放置す然 る後堅力を加ふ若 し綜 にならすして液のデユデンの口に溜 る
時はアセ トンを以て丁寧に掃けば直に綜とな りて出づ これ も熟練の問題 なり綜 の出始めよ1)5分
間は出でし綜 を試験用に供せす5分 聞後に於て始めて捲取機に捲取る
               3・ 絃 の 試 験 方 法
 萩 原式 セリメークーを用ふ5-10本 試瞼しその 結 果著 しき弱 きものを除 き平均を取れ り其の
理由は氣泡其池の原因に依 りて本來の彊 さよりも弱 くなる事あり得 るも彊 くなるは考へられざる
が故な砂綜は特別に乾燥することなく室内に1書 夜若 くは2書 夜放置せるものな り
               實  験  結  果
 先づ紅縣液の濃度 と之に加ふ る堅力及び捲取る速度の麗係 を試験せ り而 して適當 と考へられた
る條 件の下に温度の影響 を見次に溶醐の影響 を研究せ り
 1.濃1度 、堅 力.速 度の線 こ及ぼす影響 前述の15、20、25、30.3・59の5種 の紡綜液を作 り
.しも15、359は 餓 り糊度小なるか或は*」捜 大に過 ぎ紡綜 二適せす20、25、3∩9c3種 に就き試
第 八冊      醐 鰍 維 素 皮 膜 製造 及 び 繊 糸試 縦 第 三 報)       鴇
験 せ り其 の 結 果 第 一・表 の 如 し表 申 濃 度209と あ る は溶 剤/00Geに 酷 酸 繊 維209を 溶 解 せ る の 意
な り昼 力 は 氣 堅 を 箪 位 と す 叉 速 度Aは 約1分 間34m、 B約21 m. Gは 約17 mな り強 さ は.
軍位 デ ニ ル に 野 す るg激 な り
               第 一表 濃 度墜 力 及 び 速度 の關係
  濃 度  塵 力 速 度 デ ニ ル 強 さ 延 伸 率
  20g/10ece          1,5          A           6.12         0.69         13.4
    "              1.5           〕3           720          0.71          ユ6.0
  25g/lOOcc 2,0 A 6.810.83ヱ5.0
    "               "            B          10.生4          0.90          17.3
    "               2.5           A、           8.61           0.93           17.Ol
    "                "             王1           10.8Q           1、OO           23.4
    1!               "            C          16.80          092          15.3
  309!100cc            2・5            A            7・20           0・71           ユα5
    〃               〃           B           g.OQ          O.87          15.0
   〃             3.O          A.          9.QO          O.90          14.8
   〃                4            B           16.18           0.87           19.0
 此の表 に見るが如 く或濃度に封 しては堅力に限界あり之 より小なる墨 力にてはデユデンの孔塞
り運綾したる縣 を紡 ぐ事能はす叉此の限界 より大なる時は乾燥し絡 らす して途巾にて切断し易く
捲取 るを得す叉1氣 堅以下にては如何なる濃慶にて も捲 くを得す・一定條件に於ては捲 く速度小 と
なればヂ=ル と延伸率は増大するは豫想せ らるN所 にして實験の結果は明に之を示せ り縣の張度
に如何に影響あるか興味ある難にして先づ速度を見るに濃度309堅 力3氣 堅の場含を除 きBがA
より強きが如 し然れ ども必すしも然 らざるは後の實験の際に明に見 る虞 にして要するに或速度 に
於て最大 となり此の速度は之より大なる速度にて切蜥 し叉之 より小なる速度にて弛むが如き速度
なり
 筒表 よウ見れば墜力大なる程綜の彊さ大 となるが如 きも常に然 るにあらす又濃変も259が309
より常に良好 なるにあらす濃度 と墜力と速度 との3者 が良 く適合する時最大の彊 さの綜 を得るこ
と後の實験より明確 となれ り但し259の 濃度は取扱に最 も都合よく309に なれば紡懸管に入れ
る時氣泡多 く生 じ而 して此の氣泡は永 く除去 し難 し依て爾後の實験 には259の 濃 さを探用せ り
 2.温 度の懸に及ぼす影響 装i置の都合上自由の温度にするを得す常温電球1個 及電球2個 の
3種 とせ り須 く樹進みて ニクロム線等を用 ひ自由の温度を得 る如 くになす を可とす第一同 と第二
回 とは窒温の差により多少の差 を生 じた り其の結果第二表の如 し
                 第二表 温度の影響
  浬 度   デ ニ ル      強    さ       延 仲 率         !一一一        /一.      '-         
A     B     A      B     亭均     A     B
   18cC       396       7遵O       O.85       0.89       0.87       ]17       195
・{   280C        703      10.8〔D       O 85       086       0.86       17、5       22.7
   330C        7×5      (10.ユ1)      086      (092)      0.89       ユLJ 2       236
  〔2σC d・41 7・20 0・88 α99 0・94  9・9 17311il認 ;:ll ll:詣 1駕 1:ll 膿  1皇l ll:9









    第三圖 溶齊沖ベンセンの影響      之を要するに温度の影響はその粘度に及ぼす
 桑                   影響にして適當なる條件の下に紡綜すれば綜の
副         張さには殆んど影響なしと見るを得べし
、『      。隙 關す。研究
 ag                   A.ベ ンゼンの影響 濃度は前蓮の理由によ
Lノ   リ・5蜘 ・せ糊 はアセ・ンにべ・ゼン
  1                 を加 へ そのベ ンゼ ンの容 量%をO.5、10、12.5n o8
                     15、20%と せリ
                  ヨ
  1                    墜力は?.5氣 堅にして速度はABの2に し
 'e7                 て温度は400Cに て行ふその結果 を表 にて示せ
  1,、5 、。 。5。 「 ぱ第三表の如 く細 強・のrp均を雌 を以て示
     '     一 噸ベノゼソ叙綱  す時は第三圖の如し
              第三表 溶醐中のベンセンの影響
ボベンセン%  歴 力  速 力   デニル   強 さ  同平均   延伸率
  2  2汐 倉 、1:19 1驚}・83 11:1
  ,9  2ナ  念  、;鴛  1:灘 }・…  il:1
  ヲ  蓼  会  、1:ll  l:ll }…4  11:1
  ㌘ ㌘ 会 、1:驚 1:::}… ll:1
  ヲ 2ナ 会 、量:ll l:ll}・ ・6 二1:1
 第三表 を見るに綜の太さはAの 時は若干の大小 ありて一定の方向に増減 するを見す速度Bの
場合はベンゼンの%を 増加すると共にデ:L一ルは減少す 但 し20%は 例外 なり之は粘度の増加の
結果正當な りと思はる要するに大なる攣化な くその時のデユデンの款況等がより多 くの影響 を供
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        第四圖 溶捌中アルコールの影響        するを見るなり延伸…率はペン
 芯                         ゼンの%の 増加 と共に減少す
 誉1
判      灘 野鑑 撫
 十
 唱αθ'            /メ＼        大にして之より増減すれば共                    ＼
                     ＼＼       に彊さを減少す
                       ＼
.             ＼   B.アル=・・一ルの影響 ベン
例       ＼ ゼンの時・略隙 してアル
 a7                   15、 20嚇 25、30%と せり璽琴
                    力 を2.0及 び2.5i氣 墜 となし
                    た るは今迄の研究の結果2.5
                    ,vtr= 一?。%(翻  羅 の船 のAと2ρ 氣墜
                              の場合の君が略同一の債 を得
ることを認 めおるが故なり實瞼結果を示せば第四表の如 く叉綜の強さの乎均 を曲線 を以て示せば
第四圖の如 し
              第四衷 溶捌申のアルコールの影響
   アルコール%  駆 力   速 度    デユル    '強 さ   同平均    延伸率




   ,ヲ 翻 会 1:ll l:ll}・66 畿
 最初20%迄 の紡綜液 を作りしも20%が 最大とな りしが故に 更に25%、30%の もの を作 抄比
較せり第四表1に 於て0%の ものは著 しく大なる彊さを表す も此の紡綜液ぱ前實鹸に用ひしもの
にして更にO.δ 、10の3種 に就 き試験の結果第四厨の如し
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 第四表ABを 通 してデニルを見るにアルコール15%附 近に於て最大 とな り其より多きも又少
きもデニル小 となる傾向を略認むるを得即 ち粘度が15%の 時最小 となると云ふ他の報告に合致
  第五圖 溶剤中ベンセン及アルコ_ルの影響   するが如し延伸率も概ね之と傾向を一にするを
嶺                 見る綜の強さは第四圖に示すが如く20%附 近
睡   にて最大となる
  
      C.ア ルコール及びベンゼンを併用せる時の
    影響 (A)(B)の 場合に於けると略同檬にして
  
     溶剤は次の3種 とす
          アセトン  アルコ{ル  ベンセン
     (・) 80%  5%  ヱ5%
      (b)     80           10         1⑪・  
      (C)80 155
     即 ちアル コールとベ ンゼンをアセ トンに封 して
  
      ・a)  ㈲   吻㌍ →噛(容殉 、20%(容 量)加 へしなり實験結果第五表の如 く
                      怒の強さは第五圖の如 し
           第五表 溶齊羅中のベンセン、アルコール混合の影響
          燃 力  蓮 度  デニル   強 さ  同雫均  延伸傘
     9, 1:1 'I l:99 1:91}・ ・93 19:1
  ・ 診 1:1 蓋 、1:竃 畿}・ ・83 11:§
     S,  1:1  費  ll:ll) (1:ll)}・ ・88 (ll:9'1i
     9, 1:1 層£ 1:嘉 器1}… ll:3i
・・ り 1:l k ;:羅 1:1;}・・87 };:豊
     夢 1:1 裂 1:鷺 1:雛}・ ・93 11:1'
 デ=ル は速度Aに てはabeの 順 に増大 するが如きも速度Bに ては殆ん ど憂化なし即ちabe
はデニルに攣化な く延伸率にも攣化なしと見 るを得べし紡の彊 さは爾回共第五圖に示す如 くaが
最大にしてc之 に次 ぎb最 も小なり即ちベンゼンとアルコールを等量加ふるよりも何れかを多 く
するを可とす而 してアル コールを多 くすれば一暦張 くなる然し其の差 は著 しきものにあらす
D.水 の影響 前の場合 と同様なり水の容量%をO. 2・5. 5・O、7.5.10.0、12・5%と せ り
實験結果は第六表の如し叉綜の強さは第六圖の如 し
第禰     ,磁灘 轍 難 蔽 ぴ繍 試聯 三報)     幡
                第六表 溶剤中の水の影響
     水%  屡 力 速 度  デ ・ーレ  強 さ 伺鞠  獅 傘
     ,P  l:1 倉 麗1 纒 }…  1}:1
     2.5         2.O        A        8.64,        0.93     }             22.2
  1∫ 1:l i ユ1:鷺 綴lIO'"0 禦
 、 鰯  1:1 全  1:雑  1:鶏 }・…  罪:1
     號  1:1 会 1:寵  1:墨 }・…  1娼
    1010  2・O  A  9・・0  1・03 1。.9。  2:・8
  1" 1,5A9⑪0⑪.783 2ひ2
    1蓼 1:1 会 含ll l:蜜}・92 ;;:1
  ♂,9 1:1 呈 1:窮 1:99}… ll:1
  「 撃 1:1 会 19:92 識}・ ・96 11:l
l.!1・㌘  1:1 倉 、1:ll 講 }・9・ ll:1
    10ヂ 鷺 ・S 、1:ll 鵬}・ ・89 11:1
    12〃 饗 A, ユ1:13 纈 }… ll:1
        第六圖 溶剤中水の影響          水10%以 上は外槻著 しく白 くし
キゆノ
響                    て甚だ弱き如 く見ゆるも第 一一同の實
                          験 に於ては著 しき差 を認めす却つて
1                     彊 さ大なる結果 を得たるも大貫豊に於
 4.o                           て強さに蔓化なし第二同の實強の結
  、㍉一』辱～       !'へ  1    ミ兎噛一Ψ/   ＼           果7ゐ%迄 は大 なる影響な く10%以
  1                     ＼
  1            ＼        上少し張さを減少するを見る然れど                          ド  ド                             ロの'09   
、.-          x■ 一!'    も豫想に反 して著しく綜D彊 さを減
  i  
、                  少せざるは特に注意すべき勲なウ但
   
  二                      し綜は光澤殆んど浴滅す歴 力が種々 灘
    に攣化 しあるは粘度が攣化するが故
   な り斯 く條件 ・定 よらざるが故に眞
   の比較ぱなし得ざるもデニ1及 延伸
      率に駄 な婦 翫 きを編 べし又
                 水%(容鈎          ..                          彊 さt/或1f礎のノkを加ふるもク化な
く水の増加すると共に若干強さを減少す其の光澤は著 しく溝失 して白き綜 と:る
 以Eの 關係は更に自家製造の試料を以て反覆せらる可し
